John Reddie Black in Australia : "Messr. Black and Wright" and Some Others by 奥 武則
オーストラリアのジョン・レディ・ブラック : 「




































































































































































































































長女の誕生に関しては，二つの新聞史料もある。一つは1857年１月３日付 Caledonian Mercury ，
もう一つは1857年１月２日付 The Morning Chronicle。ともに「BIRTH」欄に，南オーストラリア・
アデレードの「Enfield-House」で，ジョン・レディ・ブラック夫人の娘が生まれたことを記載し




































































































































































































































































































































































































*	Garran,A,	The Royal South Australian book and general directory,  ** Young, Adelaide City and Port commercial 


































これ以外には，いまのところ，South Australian Register にブラックの歌手活動に関する記事を
見つけていない。かわって，次に「歌手ブラック」が見出される新聞史料は，ニュー・サウス・ウ
ェールズ州の州都シドニーで発行されていた	Sydney Morning Herald の1859年12月27日紙面である。
この後，「歌手ブラック」が登場するのは同紙のほか，クィーンズランド州の州都ブリスベーンで








































































































































33）	South Ausralian Register の紙面は活字が小さいうえに印面がつぶれている部分も少なくなく，相当に
読み取りにくい。見出しもないままベタに活字が組まれた一覧記事の中に「Black	and	Wright」が別のと
ころに複数出ているケースもある。コンピュータの画面で拡大するなどして「解読」に努めたが，遺漏が
まったくないとは言い切れないことをお断わりしておく。
34）	イギリス本国への羊毛輸出は南オーストラリアの重要産業の一つだった。1857年３月30日付	South	
Australian Register	の「The	Register」欄に「われわれの羊毛輸出」という論説が出ている。そこには，
1856-7年シーズンにおける南オーストラリアの羊毛輸出に関して，業者別のリストが載っている。全体
で17,711bales	で，トップは「Elder,	Stiring,	&	Co.」の5,013bales。「Black	and	Wright社」は219balesで
20位に入っている。この219bales	は輸出一覧の1857年1月6日分だろう。
35）	「E.SOLOMON	&	CO」は連日の紙面で数多くのオークションを告知しており，アデレード最大手のオ
ークション業者だったと思われる。ブラックにかかわる競売はすべて，同社が扱っている。
36》	「Black	and	Wright社」は連名になっているが，「経営の中心はブラックだったと思われる」と先に記し
た（注31）。商業会議所の理事になったのはブラックだったし，事務所備品がブラックの個人所有だった
と思われることからも，この点はうかがえる。
補注・ブラックの来日時期は従来，「文久２（1862）年ないしは文久３（1863）年」とされている。本稿脱稿後，
筆者は1863年に彼がインドに滞在していたことを示す資料に言及した研究に接した。この研究の吟味を含
めて，ブラックの来日時期の検討は他日を期した。
《追記》筆者は2009年４月からイギリス・ケンブリッジ大学アジア中東学部訪問研究員として在外研究中
である。本稿は在外研究の成果の一部である。在外研究の機会を与えていただいた法政大学社会学部教授
会に記して謝意としたい。
